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全 力 で

記録 の更 新を
狙　う

'92 10月

町小学校陸上交歓会は10月１日、藤田小校庭

で開かれました。

町教育研 究会。町教委の主催で、町内小学校

の ６年生 全員が出 場し、1  開 m  ､ 8  m ( 女子）、000m

男子）、400m リレ ーの４種目に力走。

児童の皆 さんは 、友 達や 先生 、お父さん、お

母さ んの 声援 を受け ながら 力の 限り走り、自己

記録の更 新を日指し まし た。



年度決算(一般会計) 歳　　 入
五
十
一
億
八
千
九
百
万
円

町税の内訳 平成３年度　決 算 報 告

９月定例町議会で、平成３年度一般会計と特別会計の各決算

か認定されました。決算とは一定期間内における収入及び支出

の総実績を明らかにすることで、町民の皆さんか納めた税金は

いくらか、その脱企はどのように使われたのか、そのあらまし

を見てみましょ似

平成３年度の一一般会計の決算額は、歳入が51億8  , 万円、

歳出が50億8.810 万円で、歳入歳出とも前年度と比較して17％

を越す伸びとなりました。

歳入歳出差引額は1億90万円であり、繰越明許費繰越額2 . 3

万円を差し引いた実質収支は7  , 2 万円の黒字決算となりまし

た。この実質収支額から地方自泊法第233 条の２の規定による

基金繰入額3  , 6 万円を差し引いた額(  3 , 618万円）が平成４

年度に繰越されました。

▲tｌ;・ で住 みよい町 づくり

(板橋 柬住宅団 地)

▲活力ある町づくり
(国見町観月台文化センター)



グラフで見る 平成３歳　　　出

五
十

億八

千
八
百
十
万
円

〈特　 別　 会　 計　 決　 算〉

○国民健康僅険特別会肝

一歳　 入　　７億5,668万円

・歳　出　　6  備 L954万円

○老人慓健特別会計

・歳　 入　　5 協 8.6 万円

一歳　 出　　5  備 7. 万円

ｏ貝田簡易水道特別会計

・歳　入　　　l.  5 万円

・歳　出　　　I.  444万円

○育英特別会計

・ａ　 入　　　　573 万円

・歳　出　　　　532 万円

Ｏ公共 下水道 事業 特別 會計

・歳　 入　　 １億4  靆 33万円

・歳　 出　　 一 億 3.992 万円

〇渇 水対策施 設特 別 会叶

・歳　 人　　　4  . 082万円

・歳 出　　　3  ､ 7 い万円

○土地 開発 事業特 別 会計

・歳　 人　　8  億 2 ､ 3551万円

一歳　 出　　7  他 5.965 万円

〈財産区会計決算〉

０入山財産区特別盒計

・歳　 入　　　 し 116万円

・歳　出　　　1.103 万円=

こ)●田財産区桐別童計

・磯　入　　　　　68 万円

一歳　出　　　　　62 万円

０大木戸財産区特別会計

・歳　入　　　　　17 万円

・ａ　 出　　　　　10 万円

ｃ石毋田財産区特別会計

一歳　人　　　　　98 万円

・歳　出　　　　　81 万円

▲将来を担う人材育成
(森江野小学校・幼櫨圃)

▲祖祉と健康の町づくり
(基本鰉診)



水道事業決算額

収

益

的

収

支 �

収

入

�支

出

資

本

的

収

支 �

収
入

�支

出

営 葉　収　 益 � １億4 .824万円

営 業 外 収 益 �l.  342万円

計 �1  億 6.166万円

営 業　費　用 �1  1 975万円

営 業 外 費 用 �1  ﾖ 34万円

叶 �１億3 ﾖ 万円

工 事 負 担 金 �990 万円

建 設 改 良 費 �4.964 万円

企 業 偵 償還 金 �405 万円

計 �5.369 万円

※責本的収入額が資本的支出額に不足する額

4.379万円は。建設改良侠立金3.8 万円、

減債禎立金405 万円及び当年度消費税資本

的収支調整額 116 万円で補てん。

一般会計

決算額(歳出)の推移

１人当たりでは

入っできたお企や使わ

れたお金を，町民一人当

たりで割ってみるとどう

なるでしょう。

(一般会針の鳩合)

(人口は、平成３年３月31

日-  .08 人)

歳
　
　
　
　

入

地 方 交 付 税町　　民　　税固 定 資 産 税

町たばこ消費税軽 自 動 車税特別土地保有税

3 0 . 6 7 2円 3 6 . 0 3 6 円 】5 9 . 5 6 8 円

１６ １円 匚 ０７８円 4｡524 円

歳
　
　
　
　

出

土　　木　　費 衛　　生　　費 教　　育　　費 総　　務　　費

3 3 ､ 3 7 6 円 3  7 . 7 4 ｰ 円 8 6 . 4 3 円 １７４囗 ３６円

消　　防　　費 民　　生　　費 公　　債　　費 農林水産業費

１ 匚 ８６４ 円
ミ ●●

・「 ●ｰ
 9  .  5  4  ｰ 2 0 . 0 0 8 円 ２ 5 . 8 4 ｰ 円



菊
地
政
治
さ
ん

逝
去
さ
れ
る

前
町
長
菊
地
政
治
さ
ん

篩
）
は
、

か

ね
て
病
気
療
養
中
で
あ
り
ま
し

た
が
、
去

る
九
月
二
十
七
日
逝
去

さ
れ
ま
し

た
。

菊
地
さ
ん
は
昭
和
二
十
四
年
三

月

本

町
議
会

議

員
に
初

当

選
さ

れ
、
以
来
、
連
続
七
期
当
選
、
こ

の
間
、
経
済
、
建
設
各
常
任
委
員

長
、
昭
和
四
十
二
年
に
は
副
議
長

と
な
り
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
は

実
に
十
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
議

長
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
。
町
勢
の

進
展
に
献
身
さ
れ
ま
し

た
。

さ
ら
に
、
昭
和
五
十
九
年
十
一

月
か
ら
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
ま

で
町
長
と
し
て
、
町
の
発
展
と
町

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
尽
力
さ

れ
ま
し

た
。

町
長
在

任
中
は
県
北
中

学
校
の

改
築
を
は
じ
め
、
町
民

運
動
楊

の

整
備

、
町

民
プ
ー
ル

ー
テ
ニ
ス
コ

ー
ト

の
建
設
な

ど
教
育
。
ス
ポ

ー

ツ
施

設
の

充
実
、
宮
舘
住
宅
団
地

の
造
成
分
譲
事
梟
な

ど
多
人
な
業

績

を
残
さ
れ
ま
し
か
こ

こ
こ
に
、
故
菊
地
政
治
さ
ん
の

ご
功
績

を
た
た
え
、
心
か
ら

ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

故 菊地政治さん

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

健
康
増
進
を
図
る

「
あ
っ
か
し
山
奥
川
（
‥
職
記
念
・

第
五
回
町
民
ウ
ｔ
－

キ
ン
グ
人
へ
が

は
九
月
二
十
日
闘
か

れ
、
参
加
し

た
約
二
百
八
の
親

子
連

れ
な
ど

が

厚
樫
山
を
目
指
し
て

。
ウ
ｔ
－

キ

ン
グ
を
楽
し
み
な

が
ら
健
康
の
増

進
を
図
り
ま
し

た
。

コ

ー
ス
は
、
役
場
前
を
出
発
し
、

山
道
を
上

っ
て
目
的
地
の
厚
樫
山

山
頂

に
到
着
し

た
後
、
同
じ
コ

ー

ス
を
引

き
返
す

Ｉ
〇
・
六
～
の
道

の
り
。

光
明
寺

・
東
越
太
鼓
保
存
会
、

川
内

・
太
鼓
愛
好
会
の
皆
さ
ん
が

刀
壮

に
打
ち
鳴
ら
す
太
鼓
を
合
図

に
ス

タ
ー
ト
し
、
途
中
、
用
意
さ

れ

た
冷

た
い
水
で

の
ど
を
潤
し
な

が
ら
。
約
一
時
間
半
で
山
噴
に
到

着
。
山
頂
で

は
、
眼
下
に
広

が
る

信
達

平
野
夲
几

望

に
眺

め
、
ウ

ォ

ー
キ
ン
グ
の
楽
し

さ
を
満
喫
し
て

い
ま
し

た
。

ゴ
ー
ル
と
と
も

に
完
歩
証
を
受

け
収

り
、
閉
会
式
で
は
最
年
長
賞
、

最
年

少
賞
な

ど
の
特
別
賞
が
贈
ら

れ
、
受
賞
者
は
思

い
か
け
な
い
賞

に
喜
ん
で

い
ま
し

た
。

Ａ元友に歩く参加者の皆さん

綱
引
大
会
で

四
位
に
入
賞

～
空

港
ま
つ
り
～

家
年
三
月

に
開
港
す

る
福
島
空

港
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
に
九
月
二
十

七
日
。
『
福
島
空
港
閧
港
ま
つ
り
』

か
開
か

れ
ま
し

た
。

エ
ア

ー
ポ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
を
は
じ
め
、
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト

か
繰
り
広
げ
ら
れ
た
な
か

、
県
内

か
ら
十
じ
チ
ー
ム
が
参
加
し
滑
走

銘
で
行
わ
れ
た
綱
引
大
会

に
「
オ

ー
ル
伊
達
郡
」
を
編
成
し
、
本
町
選

手
団
卜
名
か
出
場
。
見
事
、
第
四

位
に
入
賞
し

ま
し

た
。

選
手
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
・

▲力いっぱい綱を引く町選手団

上
位
を
狐
い

第

二

次

合

宿

一
町
駆
伝
競
走
部
」
の
劒
員
の

皆

さ
ん
は
、
十
一
月
二
十
二
日
に

開
催
さ
れ

る
第
四
回
市
町
村
対
抗

県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
（
略
称
・

ふ
く
し
ま
駅
伝
）
で
の
上
位
入
賞

を
目
指
し
、

九
月
十
二
、
十
三
日

の
二

日
間
、
福
島
市
高
湯
で

第
二

次
合
宿
を
行

い
ま
し
た
。

合
宿
に
は
二
十
五
名
か
参
加
し
、

吾
妻
小
富
士
で
の
高
地
ト

レ
ー
二

ン
グ
や
起
伏
ロ

ー
ド
な
ど
に
汗

を

流
す
と
と
も
に
、
チ

ー
ム
の
輪
を

】
層
深
め
ま
し
た
・

▲本番に向け練甘に励 む皆さん

阿
武
隈
川
左
岸
線
の

交
通
規
制
に
つ
い
て

伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合

ゴ
ミ

焼
却
施
設
の
建
設
工
事
に
伴
い
、

次
の
と
お
り
交
通
規
制
（
一
方
通

行
）
か
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
通

行
す
る
際
は
、
十
分
に
お
気
を
つ

け
く
だ
さ
い
・

◇
期
　

間

平
成
４
年
1
0月
１
日
～
平
成
６

年
５

月
3
0日
ま

で

ぐ
埔
　

所

阿
武
隈
川
左
岸
線

◇
規
制
内
容

伊
達
崎
槁
か
ら
産
ヶ
沢
川
ヘ

ー

方

通
行

前
町

長



交
通
事
故
ゼ
ロ
に
一
丸

交

通
安
全

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

～
森
江
野
小

・
大
技
小

～

桑
折
地
区
交
通
安
全
協
会
森
江

野
郎
会
（
宍
戸
文
平
部
会
長
）
の

交
通
安
全
標
語
コ

ン
ク

ー
ル
表
彰

式
は
九
月
二
十
一
日
、
森
江
野
小

学
校
（
伊
勢

文
朗
校
長
）
の
朝
の

全

校
集
会

の
席
上
行
わ

れ
、
十
人

の
入
賞
者
を
表
彰
し
ま
し

た
。

伊
勢
校
長
、
宍
戸
部
会
長
か
『
森

江

野
地
区

か
ら
交
通
事
故
か
起
き

な
い
よ
う

に
み
ん
な
で
注
意
し
ま

し

ょ
う

』
と
あ

い
さ

？

入
賞
者

に
賞
状
と
盾
か
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

十
人
の
児
童
は
。
完
成
し
た
ば
か

り
の
立
て
看
板
の
前
で

そ
の
言
葉

の
意
味
を
発
表
し

、
全
校
生
に
交

通
安
全
を
呼
び
掛
け

ま
し

た
。

ま
た
、
交
通
安
全
協
会
人
枝
分

会

（
酒
井
正
人
会
長
）

の
標
語
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

が
九
月
二
十

八
口
、
大
枝

小
学
校

（
人
槻
太
校

長
）
で

行
わ
れ
、
八
人
の
入
賞
者

を
表
彰
し
ま
し

た
。
表
彰
式
に
続

き

、
全

校
生
で
標
語
を
読
み
上
げ
、

交

通
事

故
ゼ
ロ
を
誓

い
ま
し
た
。

榛
語
か
入

っ
た
立
て
看
板
は
、

両
地
区
内
の
通
学
路
に
般
置
さ
れ

ま
し

た
。

入
賞
作
と
児
童
名
は
次
の
通
り

で

す

。

（
敬
称

略

）

《
森

江

野

小

学

校
》

▽
ま
が
り
か
ど
　

と
ま
っ
て
み

た
ね
　

み
ぎ
ひ
だ
り
（
一
年
・
菊

地
め
ぐ
み
）
▽
し
ん
ご
う
き
　

み

ん
な
の
ぷ
じ
を
　

い
の

り
て

る

（
二
年
・
菊

地
芙
奈
）
▽
車

は
ね

と
お
く
に
見
え
て

も
　
す
ぐ
く

る
よ
（
こ
年

・
佐
久
間
織
桧
）

▽

な
れ
た
道
　

ち
ょ
っ
と
の
ゆ
だ
ん

か
　

事
故
の
も
と
（
三
年
・
佐
久

間
正
則
）
▽

ぼ
く
た
ち
の
　

心
の

ゆ
る
み
　

じ
こ
の
も
と

こ

．年
・

八
巻
大
）
▽
あ
ぶ
な

い
よ
　

急
な

と
ぴ
だ
し
　

ふ
ざ
け

ご

‘（
四
年
・

佐
野
奈
津
笑

）
▽
青
し

ん
ご
う

そ
れ
で

も
　

右
み
て
左

み
て

（
四

年
・
佐
藤
い
ず
み
）

▽
車
の
か

げ

に
む
う
一
台
　

左
右
確

認
も
う
一

度
（
五
年
・

阿
部
貴

子
）

▽
シ
ー

ト

ベ
ル
ト
　

心
の
ベ
ル
ト
　

命
の

ベ
ル
ト
（
六
年
・
佐
藤

光
克
）
▽

お
じ
い
さ
ん
　
事

故
に
気
を
つ
け

長
生
き
を

（
六
年
・
宝
槻
美
修
）

《
大

枝

小

学

校
》

▽
あ
ぷ
な

い
よ
　

い
ま
み
え
な

い
く
る
ま
も
　

す
ぐ
そ

ば
に

こ

年
・
佐
久
間
恵
利
）

▽
わ

た
る
ま

え
　

か
な
ら
ず
み
て

ね
　
み

ぎ
ひ

だ
り
（
一
年

・
佐
藤
裕
介
）

▽
黄

色
だ
よ
　
っ

ぎ
ま
で

ま
と
う

ね

む
り
せ
ず
に
（
二
年
・
酒
井
沙
也

香
）
▽
毎
日
毎
日
　

あ
な
た
は
赤

信
号
？
　

青

信
号

（
二

年
・
半
澤

智
恵
美
）
▽
気
を
つ
け
よ
う
　

か

か
し
も
見
て
い
る
　

交
通
安
全

（
三
年
・
佐
藤
美
幸
）
▽
道
路
で

は
　

ふ
ぎ
け
ち
ゃ
い
け
な
い
　
遊

ば
な

い
（
四
年
・
齊
藤

亨
）

▽
危

な

い
ぞ
　

と
び
だ
す

】
歩
か
　

死

の
一
歩
（
五
年
・
佐
藤
武
志
）

▽

家
族
の
え
か
お
か
見
た
い
な

ら

ゆ

っ
く
り
ゆ
と
り
で
　

安
全

運
転

（
六
年
・
八
島
寛
恵
）

▲森江野小学校

▲大枝小学校

事
故
防
止
を
訴
え

鼓
笛
パ
レ
ー
ド

「
支
え
ま
す
　

軽
い
ベ
ル
ト
か

命
の
重
み
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ス

タ
ー
ト
し
た
秋
の
全
国
交
遡
安
全

運
動
期
悶
中
の
九
月
二
十
二
日
、

藤
田
小
学
校
五
、
六
年
生
児
童

に

よ

る
鼓
笛

パ
レ
ー
ド
か
行
わ
れ
、

街
頭
に
繰
り
出
し
た
町
民
の
皆
さ

ん
に
交
通
事
故
防
止
を
訴
え
ま
し

た
。町

福
祉
セ
ン
タ
ー
前
で
出
発
式

を
行
っ
た
あ
と
、
交

通
安
全
協
会

藤
田
部
会
の
皆
さ
ん
を
先
頭

に
、

リ
ン
グ

バ
ト
ン
、
フ
ラ

ッ
グ
バ
ト

ン
隊
、
鼓
笛
隊
が
続

き
、
『
藤

田

小

学
校
讃
歌
』
「
線
路
は
っ

づ
く

よ

ど
こ
ま
で
も
」
「
浪
漫

飛
行
」

な

ど
の
軽
快
な
演
奏
を
披
露
し

な

が
ら
藤
田
小
学
校
ま
で
を
パ
レ
ー

ド
。
事
故
防
止
を
呼
び
掛

け
ま
し

た
。

Ａ文通安全を呼び掛けた鼓笛パレード

テ
ン
ト
村
で

安
全
運
転
を
呼
び
掛
け

町
交
通
対
策
協
議
会
で

は

『
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
』（
％

～
％
）

期
間
中
の
九
月
二
十
五
日
、
貝
田

地
内

の
国
道
円
号
線
沿

い
で

交
通

安
全
テ

ン
ト
村
を
実
施
し
ま
し
た
。

テ
ン
ト
村
に
は
冨
永
町
長
、
本

田
桑
折
署
長
を
は
じ
め
、
桑
折
地

区
交
通
安
全
協
会
国
見
方
部
部
会

、

交

通
安
全
母
の
会
、
国
見
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
町
商
工
会
、
シ
ル

バ
ー
交
通
安
全
推
進
隊
な
ど
か
ら

約
四
十
人
か
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
し

た
皆
さ
ん
は
、
通
行
す

る
ド
ラ
イ

バ
ー
に
チ
ラ
シ
や
ポ
ケ

ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ

弋

花
の
種
な
ど

を
配
り

『
安
全
運
転
を
お
願

い
し

ま
す
』
と
呼
び
掛
け
ま
し

た
。



国　 保

健
康
世
帯
・
７
０
歳
以
上

で
無
受
診
の
方
を
表
彰

平
成
三
年
度
中
（
平
成
三
年
四

月
一
日
か

ら
平
成
四
年
三
月
三
十

な
か
っ
た
健
康
世
帯
と
7
0歳
以
上

で
無
受
診
の
方
の
表
彰
式
が
十
月

七
日
、
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
講
堂
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

セ

ン
タ
ー
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
の
は
。
四
十
九

世
帯
と
五
十
六
人
の
健
康
老
人
の

皆
さ
ん
で
す
。

表
彰
式
に
先
立
ち
、
公
立
藤

田

総
合
病
院
剛
院
長
の
朽
木
渉
先
生

の

「
日
常
診
療
面
か
ら
み
た
成
人

病
あ
れ
こ
れ
」
と
題
し

た
健
康
講

演
会
が
開
か
れ
、
受
講
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
わ
か
り
や
す
く
ユ

ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
お
話
し
に
、
熱

心
に
聞

き
大

り
て
い
ま
し
た
。

健
康
世
帯
（
敬

称

略

）

令
1
4年
連
続
世
帯

吉
田
タ
カ
（
貝
田
）

奪
９

年
連
続
世
帯

大
竹
竹
夫
（
本
町
）

奪
８
年
連
続
世
帯

上
沢
芳
正

（
大
木
戸
）

奪
７

年
連
続
世
帯

鴨
田
常
雄
（
小
坂
）

奪
６

年
連
続
世
帯

高
橘
榮
子

（
太
田
川
）
　

松
浦
伍

郎
（

築
舘
）

奪
４
年
連
続
世
帯

新
妻
準

（
錦
町
）
　
武

田
一
郎

（
泉
田
下
）
　

村
上

善
衛

（
徳
江

北

）
　
佐
藤
要
藏
（
北
部

）

今
３
年
連
続
世
帯

佐
藤
恵
子

（
小
坂

）
　
菅

野
よ
し

子

（
内

谷
東
）
　

小
幡
喜

一
（
第

三
）
　

村
上
ア
キ
エ
（
第

四
）

佐
藤
キ
ク

（
山
根
）

奪
２
年
連
続
世
帯

佐
藤
れ

い
子
（
宮

町
北
）
　

艮
谷

川
昭
寿

（
板
橘
）
　
鈴
木
フ
ミ

（
板
橘
）
　

高
野
久
吉

（
鳥
取
）

八
巻
イ
ト

（
第
十
一
）
　

佐
久
間

キ
イ
（
第
十
二
）
　

長
谷
川
泰
造

（
大
木
戸
）

令
１
年
世
帯

冨
永
武

夫

（
錦
町
）
　

秦
經
夫

（
大
町
北
）
　
村
上
春
郎
（
本

町
）

小
野
貞

夫

（
官
町
南
）
　

佐
久
間

貞
畴

（
宮
町
北
）
　
加
藤
新

（
町

東
）
　

高
橋
竹
治
（
山
崎
北
）

浅
野
ユ
イ

（
滝

山
）
　

梅

谷
純
孝

（
泉
田
中
）
　
八
巻
畋
市
（
第
七
）

佐
野
貞

治
（
第
八
）
　

佐
藤
孝
治

（
貝

田
）
　

佐
藤
年
光

（
貝
田
）

永
山
キ

ク
イ
（
貝
田
）
　

桜
澤
忠

市

（
光
明
寺

）
　

後
藤
忠
一

（
高

城

）
　

松
浦

久
一
（
大
木
戸
）

吉

川
英

壽
（
山
根
）
　

鈴
木
鐵
男

（
中
部

）
　
斎
藤
幸
術
（
川
内
）

後
藤
凸
伸

（
川
内

）
　
鈴
木
美
八

夫

（
川
内

）

後
藤
ナ
ミ
（
川
内
）

佐
藤
次
郎
（
山
崎
小

舘
）
　
高
橋

真
理
子
（
山

崎
小
舘

）
　
八
巻
吉

子
｛
源
宗
山
西

｝
　
後
藤
澄
男

（
源
宗
山
北

）

7
0歳
以
上
で

無

受

診

の

方

（
敬

称

略

）

新
妻
準

（
錦
町
）
　

後
藤
ヨ
テ
　

（
大
町
南
）
　

後
藤
治
平
（
大

町

南
）
　

平
舘
き
よ
子

（
大
町
北

）

横
山
辰
雛

（
大
町
北
）
　

笠
原
新

太
郎

（
石
母
田
北
）
　

菊
地
ア

キ

（
石
母
田
原
）
　

松
浦
從
子
（
石

毋
田
原
）
　

村
非
庄
偖

（
石
母
田

原
）
　

斎
藤
三
蔵

（
石
母
田
面
）

高
橋
キ
ヨ

（
山
崎
北
）
　

浅
野
ユ

イ

（
滝
山
）
　

渡
辺
ミ
ヨ
（
滝

山
）

吉
田
（

ル
（
山
崎
舘
）
　

一
條
ヨ

シ
（
太
田
川
）
　

渡
辺
セ
ン
（
太

田
川
）
　

朽
木
勝
夫

（
前
田
）

小
野
寺
テ
ル

（
泉
田
中
）
　

佐
藤

ヨ
シ
イ

（
泉
田
中
）
　

田
中
（

ツ

（
第
一
）
　

佐
久
間
イ
ネ
（
第

一
）

佐
久
間
八
郎

（
第
二
）
　

小
幡

喜

一
（
第
三
）
　

武
田
フ
ミ
（
第
三
）

斎
藤
リ
ン

（
第
四
）
　

斎
藤
イ
ネ

（
徳
江
北
）
　

佐
藤
充
作
（
第
七
）

佐
野
謙

（
第
八
）
　

佐
野
貞
治

（
第
八
）
　

佐
野
裕
子

（
第
八
）

村
上
カ
ネ

（
第
九
）
　

村
上
正

夫

（
第
九
）
　

佐
久
間
一
衛
（
第
十

二
）
　

菊
地
春
樹

（
第
十
二
）

大
槻
済

（
貝
田
）
　

松
田
タ
ケ
ヨ

（
貝
田
）
　

遠
藤
重
俊
（
光
明
寺
）

忍

い
わ
を

（
大
木
戸
）
　

佐
藤

キ

ク
（
山
根
）
　

佐
藤
カ
メ
ヨ
（
原

町
）
　
良

沢
吉
則
（
並
柳
）
　

佐

藤
豊
太

（
北
部
）
　

鈴
木

カ
ツ
イ

（
川
内
）
　

鈴
木
フ
サ
ノ
（
川
内
）

鈴
木
カ
ン
（
川
内

）
　
瀬
戸
寿
郎

（
上
野
）
　

熊
坂
善
寿
（
内

谷
東
）

佐
久
間
ろ
く

（
第
一
）
　
中
村
政

治

（
山
崎
小
舘

）
　
村
上
ア
キ
ェ

（
第
四
）
　
菊

地
キ
チ

（
第
十
）

高
橋
竹
治
（
山
崎
北
）
　

中
野
勇

（
鶉
町
）
　
佐
藤
フ
サ

（
北
部
）

佐
藤

次
郎

（
山
崎
小
舘
）
　

佐
藤

ヨ
シ
コ
（
徳
江
北
）

9 月7 日

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

○
印
は
成
分
献
血
協
力
者

○
印

は
四
〇
〇

㎡
協
力
者
で
す

《
一

般
》

Ｏ

阿
部
　

洋

】

佐
藤
美
津
子

大
塚
　

信
子

○
山
口
　

祐
子

栗
原
　

幸
恵

佐
藤
ひ
ろ
み

〇
桐
沢
み
よ
子

草
野
　

康
子

○
平

舘
　

浩

蓬
田
　
笑
子

佐
藤
　
喜
次

畠
山
　
江
美

吾
妻
　
幸
二

伊
東
　
芳
子

内
池
　
育
男

半
澤
美
佐
子

佐
藤
　
ク
ニ

《
Ｊ
Ａ

福
鳥
国

見
町
》

佐
藤
　
長

一

○
星
野
　

美
和

〈
国

見

製
菓

》

岡
崎
　

昇

藤
阪
　
敏
幸

八
島
　
正
則

彦
坂
　
幸
恵

後
藤
美
江
子

古
内
　

忠
行

高
橘
　
和
江

星
野
．
恵
美

佐
藤
　
孝
子

半
沢
智
賀
子

《
公
立
藤
田
総
合

病
院
〉

○
小
林
　
幸
夫

（
コ
ー
プ
マ
ー
ト
国

見
）

本
間
　

都

渋
谷
　
利
子

佐
久
間
夏
子

稲
村
あ
や
子

佐
藤
　
玲
子

○
半
沢
ア
サ
子

〈
大
岩
機
器
工
巣
所
国
見
工
場
〉

吾

妻
　

一
利

橘
　

博

幸

○
知

念
　

利

彦

古

山
　

寿

男

徳

江
　

敦

刀

根
　

博

幸

実

沢
　

光

夫

鳥

越
　

之

夫

中

野
　

義

夫

沼

田
　

文

夫

大

貫
　

芳

男

鈴

木
　

弘

子

○
鈴

木
　

秋

二

（
国

見

精

機

》

武

田
　

良

子

〈
商

工

会

員

》

○

佐
久
間
ッ
ヤ
子

佐

久

間

ヨ
ネ

《
国

見
町

役

場

）

安
田

博

三

〇
羽

根

田

孝

司

阿
部
　

正

一

宍

戸
　

浩

寿

○

松

浦
　

幸

雄

仲
野
　
周
美

鈴
木
　
一
男

八
巻
　
信
詞

畏
谷
川
栄
蔵

後
藤
　
寿
彦

久
保
田
昇
寿

八
島
　
　
亨

小
林
　
信
明

永
井
　
義
次

遠
藤
　
利
嘉

鈴
木

俊
一

本
田

幸
吉

金
間
　

悟

佐
久
間
正
男

高
橘
　
芳
男

○
菅
野
　

信
朗

○
吉
田
　
義
勝

佐
藤
　
光
男

斎
藤

忠
一

蓬
田

恭
子



集募

明
る
い

長
寿
社
会
づ
く
り

「
三

世
代

の

主
張

」

二
十
一
世
紀
の
超
高
齢
化
杜
会

を
目
前
に
ひ
か
え
た
現
在
、
人
生

八
十
年
時
代
を
潤
い
と
安
ら
ぎ
の

あ
る
社
会

と
す
る
た
め
に
、
若

い

世
代

か
ら
高
齢
者
ま
で
の

県
民
一

人
ひ

と
り
が
、
長
寿
杜
会
の

諸
問

題

に
つ

い
て
理
解
を
深

め
、
高
齢

者
か
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
豊
か

な
知
識
と
経
験
・
技
能
を
地
城
吐

会
の
中
で
発
揮
で
き
る
よ
う
な
、

シ
ス
テ

ム
を
築
い
て
い
く
こ
と
か

大
切
で
す
。

希
望
と
活
力
に
満
ち

た
長
寿
社

会
づ
く
り
に
取
り
組
む

た
め
の
意

見
・
主
張

を
、
次
の

要
領
で
募

集

し
ま
す

。

◇
募
集
内
容

①
小

学
生
の
部

・
中

学
生
の
部
・
：

お
じ
い
ち

ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち

ゃ

ん
を
テ

ー
マ
に
祖

父
や
祖
母
、

近
所
の

お
年
寄
り
と
の
日
常
的

な
交
流
や
伝
承
教
室
な
ど
を
通

じ
て

、
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た

こ
と
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

②
高
校

生

こ

般
・
高
齢
者
の
部

…

「
希
望
と
活
力
に
満
ち
た
鎚

寿
福

祉
社
会
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
、
家
庭
・
職
場
・
地
城
、

そ
し
て
社
会
と
の
か
か
わ
り
の

中
で

、
高
齢
者
と
の
触

れ
合

い

や
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
活
動
を
油
し

て
考
え
て

い
る
こ
と
や
訴
え
た

い
こ

と
に
つ

い
て
主
張
を
お
寄

せ
く

だ
さ
い
。

◇

応
募
資
格

福
島
県
内
に
居
住
し
て

い
る
方

に
限
り
ま
す
。

◇

応
募
規
定

四

百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内

（
小
学
生
は
三
枚
以
内
）
。
縦

書
き
、
一
人
一
篇
に
限
り
ま
す
。

学
校
、
ク
ラ
ス
単
位
で
応
募
さ

れ
る
場
合

は
、
一
ク
ラ

ス
五
篇

ま
で
に
限
り
ま
す
。

◇
締
　
　
切

平
成
４
年
1
1月
3
0
日
（
月
）

（
当
日
消
印
有
効
）

◇

表
　
　

彰

・

最
優
秀
賞
…
各
都
門

ご
と
一
篇

・

優

秀

賞
・：
各
部
門

ご
と
二
篇

・

佳
　
　

作
…
各
部
門

ご
と
若
干

■

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

母
知
福
島
市

杉
妻
町
５
番
7
5号

県
庁
東
分
庁

舎
一
号
館

翻

福
島
県
長
寿
社
会
推
進
機
構
0
1
0

 
I 
0 
I

病
院
通
院
バ
ス

鳥
取
、
内
谷
も
運
行

日
頃

、
公

立
藤

田
総
合
病
院
の

患
者

の
皆

さ
ん
に
ご
利
用

い
た
だ

い
て

い
る
通

院
バ
ス
の
路
線

は
、

町
道
一
〇
二
号
線
の

改
良
工
事
完

成
に
伴
い
。
次
の
と
お
り
停
留
所

を
川

設
し

ま
す
。

◇

実
施
期
間

平
成
４
年
1
0月
2
0日
か
ら

◇
停

留

所

鳥
取
・
：
佐
藤
孝
男
さ
ん
宅
前

（
バ
ス
到
着
時
間
＝
８
時
4
4分
・
1
0

時
4
3分
）

内
容
…
鴨
田
商
店
さ
ん
前

（
バ
ス
到
着
時
閃
１
８
時
4
5分
・
1
0

時
4
2分
）

◇
そ

の

他

冬
期
間
（
％

～
％

）
は

。
凍
結

等
の
た
め

、
こ
の
賭
線
は
連
休

に
な
り
ま

す
。

■

問
い
合
わ
せ

公
立
藤
田
総
合
病
院
庶
務
課

・
1
６
2
1
2
1

定
期
点
検
は

車
の
愛
情
チ
ェ
ッ
ク

ド
ラ

イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
マ
イ

カ
ー
は
元
気
で
す
か
。

交
通

ル
ー
ル
を
守

っ
た
。
安
全

運
転
を

心
掛
け
て

い
ま
す
か
。
ド

ラ
イ

バ
ー
に
と

っ
て
、
年
二
回
の

定
期
点
検
で
車
の
安
全
性
を
確
認

し

、
公
害
を
防
止
す
る
こ
と
は
と

て

も
大
切
な
こ
と
で
す
。

車
は
家
族
と
同
じ
で
す
。
愛
情

が
な
け

れ
ば
、
時
に
は
故
障
す
る

こ
と
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
、

ち
ょ
っ
と
し

た
ト
ラ

ブ
ル
が
、
思

わ
ぬ
大
き
な
事
故
を
招

い
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

快
適
で

安
全
な
カ
ー
ラ
イ
フ
を

楽
し
む
た
め
に
も
、
年
二
回
の
愛

情
チ

ェ
ッ
ク
で

マ
イ

カ
ー
を
優
し

く

い
た
わ
っ
て
く

だ
さ
い
・

■
問
い
合
わ
せ

辱
知
福
島
市
古
倉
字
古
田
5
4

東
北
運
輸
局
福
島
陸
運
支
局
整

備
課

一

哺
0
3
4
5

国　民

年　金

希
望
す
れ
ば

加
人
で
き
る
人

次
の
よ
う
な
方
は
。
希
望
す
れ

ば
国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
住
民
福
祉
課
年
金
係

に

ご
相
談
く
だ
さ

い
・

6
0歳
未
満
の
方
で
、
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
か
ら
老
齢
（
退
職
）

年
金
を
受
け
て

い
る
方

6
0轍
以
上
6
5歳
未
満
の
方

（
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
て

い
な
い

方
）

海
外
に
お
住
ま

い
の
方

（
2
0歳

以
上
6
5歳
未
満
）

（
注
）
昼
問
部
の
学
生
は
、
平
成
３

年
４
月
か
ら
当
然
加

入
に
な
り
ま

し

た

。

■

問
い
合
わ
せ

・
住
民
福
祉
課
年
金
係

韲
翦
2
1
1
1
　

内
線
１
３
５

1
0月
2
6
日

原

子

力

の

日

総
電
力
の
３
割
を

ま
か
な
う
原
子
力

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
約
八
割
を

海
外
か

ら
の
輸
入

に
依
存
す
る
日

本
で

は
、
各
エ
ネ

ル
ギ

ー
源
を
う

ま
く
組
み
合
わ
せ
て
安
定
し
た
供

給
を
し
て

い
く
こ
と
か
必
要
で
す
。

な
か
で
も

、
技
術
力
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
た
原
子
力
は
、
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
な
る

ガ
ス
を
排
出

し

な
い
な

ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
長

を
も
ち
、

主
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
て
、
現
在
で
は
日
本
の
総
発

電

電
力
の
約
三
割
を
ま
か
な
っ
て

い
ま
す
。

1
0月
2
6口
は

『
原
子
力
の
日
』

で
す
。
こ
の
日
は
、
昭
和
三
十
八

年

に
茨
城
県
の
日
本
原
子
力
研

究

所
東
海
研
究
所
で
、
日
本
で

初
め

て
原
子
力
に
よ
る
発
電
に
成
功
し

た
こ
と
な
ど
を
記
念
し
て

設
け
ら

れ
、
今
年
で

二
十
九
回
目
を
迎
え

ま
す
。

こ
の
日
を
機
会

に
、
み
な
さ
ん

も
原
子
力
発
電
に
つ
い
て

い
ま
一

度
考
え
て

み
て

は
い
か

が
で
し

ょ

う
か
。

お

し

ら

せ



国
の
制
度
で
安
心

国
の
教
育
ロ
ー
ン

国

民
金
融
公
庫
で
は
。
高
校
・

短
大
・
大
学
・
各
種
学
校
等
へ
進

学
さ
れ
る
お
子
様
や
在
学
中
の
お

子
様
を

お
持
ち
の

ご
家
庭
に
、
教

育
資
金
を

ご
融
資
し
て
い
ま
す
。

在
学
資
金
は

い
つ
で
も
受
付

中
。

入
学
資
金
は
合
格
発
表
前
で
も
お

申
し

込
み
か
で
き
ま
す
。
お
早
め

に

お
気
軽
に

ご
相
鮫
く
だ
さ
い
。

入
学
時
の
学
校
納
付
金
、
受
験

費
用
、
住
居
費
用
、
在
学
中
の
授

業
料
、
下
宿
代
な
ど
使
い
み
ち

は

幅
広
く

ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す

。

◇
融
資
金
額

学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き
百
五

十
万
円
以
内

。

◇
返
済
期
間

・
高
校
、
短
大
、
専

修
学
校
等
・：

五

年

以

内

・

大

学

、

高

専

等
・
・・
六

年

以
内

〈
〉
返

済

方

法

毎
月
元
利
均

等
返
済
（
ボ
ー
ナ

ス
月
増
額
返

済
や
ス
テ

ッ
プ
償

還
も
で

き
ま
す
）

◇
利
　
　

率

年
六
・
〇
％

（
変
更

さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
）

■

問
い
合
わ
せ

価
知
福
鳥
市
大
町
１
の
1
6

国
民
金
融
公
庫
福
島
支
店

一

回
2
3
4
1

西

分

署

だ

よ

り

住
宅
防
火
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う

近
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

が
建
物
火
災
の

九
十

パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て

い
る
こ
と
と
、
高
齢
化

社
会
に
伴
い
お
年
寄
り
の
被
害
か

多
い
こ
と
か
ら
、
住
宅
防
火
対
策

の
推

進
か
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の

た
め
、
国
で
は
住
宅
火
災

対
策
推
進
の
基
本
方
針
を
決

定
し

。

防
火
意
識
の
高
揚
、
住
宅
防

火
診

断

の
実
施
、
住
宅
用
防
災
機
器

の

開
発
・
推
奨
な

ど
の
施
策
を
進
め

て

い
ま
す
。

私
た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
に

は
、
日
頃
か
ら
、
身
体
の
状

態
を

チ

ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
か
必
要
で

あ

る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
住
宅
に
つ

い
て

も
、
火
災
を
起
こ
さ
ず
、
万

一
火
災
か
発
生
し
て
も
素
早
く
消

化

。
安
全
に
避
難
す
る
こ
と
か
必

嬰
で
す
。
そ
の

た
め
の
安
全
カ
ル

テ

を
作

る
シ
ス
テ

ム
か
、

『
住
宅

防
火
診
断

』
な
の
で
す
。

診
断
方

法
は
、
消
防
署
が
住
宅

ご
と
に
、
家
族

構
成
や
火
気
使
用

状
況
な
ど
に
つ
い
て
総
合

的
に
診

断
し
。
現
状

の
評
価
と
、
改
咎
対

策
を
実
施
し

た
場
合

の
効

果
に
つ

い
て
、
コ

ン

ピ
ュ

ー
タ
ー
を
利

用

し
数
値
で

表
示
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
そ
の
住
宅
の
火
災
防
止
お

よ
び
安
全
性
の
レ

ベ
ル
を
つ
か
み
、

改
善
す
べ
き
点
か
あ
れ
ば
、
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で

い
た

だ
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

診
断
は
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
火

災
時
の
消
火
・
避
難
な
ど
の
対
応

力

、
住
宅
の
安
全
性
の
二
つ
の
柱

か

ら
総
合
的
に
行

い
ま
す
。

■

問
い
合
わ

せ

・

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

富
０
3
1
9
0

1
0月

今
月
の
納
税

（
納

期
限
…
1
1月
２
日
）

・
町
県
民
税
（
第
三
期
）

・
国
民
健
康
保
険
税

（
第
三
期
）

戸 籍 の 窓 口
(９月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名　 保護者　　町内会

玲 笑(れ　 み)高橋 徳一 石毋田原

睛 香(は る か)佐藤 勝古 石母田東

昭 広(あきひろ)菊地 克之 第　 十

圭( け　 い)高橋 幸夫 宮 町 北

佑 樹(ゆ う き)碕水 正志 錦　 町

尚 貴(な お き)後藤　 実 山崎耕谷

譲 司(じょうじ)高草木勇一 貝　 田

結婚おめでとうございます

氏　　 名

小 池 芳 典

徳 江 紀 子

菊 地 智 幸

須 田　美江子

町内会

第　 Ξ

大町 陶

第　 十

霊 山 町

おくやみ申しあげま す

氏　　名　　　年齢　　町内会

後 ● あきよ　　70　　 小　 坂

菊 地 政 治　　69　　 石陬田東

佐久間 ハ　ン　　88　　 第 十二

人 口 と 世 帯

10月１日現在(前月比)９月中のうごき

人
　
　

口

･男5.767 人(  一 4 )

･女6.190 人（－ ６）

･計11,957 人(   ー10 )

世帯数3  , 010戸(  土 0 )

転 入　15人

転 出29 人

出　生　７人

死　亡　３人

10月　神無月（かんなづき）

17日（土）藁と健康の週間

駆 日 ( 日 ) 統計の日

23日（金）霜　降

24 日 (土）国際連合デー

２７Ｒ りａ 鏤畠凋間

11月　霜月（しもつき）

３卩（火）文化の日

７日（土）立 冬

９日（月）全国火災予防運動

ｎ 日（水）税を知る週間

15 日 ( 日 ) 七五三

心配ごと相談日
場 所 ： 役 鳩 二階 相談 童 （ま●入口からお入り下さい）

時 聞 ： ９ 時 ～12 時

こ まったことや、 相談ごとがありましたら、

お気僅にご相談下 さい。秘密は絶対に守り ます。

〔相 験 員〕

10月 日 (金）高橋藤右工門・高橋恵子

11月５日（木）高橋　隆雄・佐藤　節子

11月 日 (金）村上 金正・斎藤　洋子

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民館

8 5 ｰ 2 6

（有）４156

町
政
の
現
状
を
聴
く

去

る
九
月
十
四
日
午
前
十
時
よ

り
公

民
館
溝
堂
に

お
い
て
．
阿
津

賀
志
・
成
人
学
級
．
女
性
教
室
の

合
同

学
習
会
か
行
わ
れ
、
約
百
六

十
名

が
出
席
し
て
冨
永
町
長
よ
り

『
町
政
の
現
状
と
課
題
』
に
つ

い

て
伺

い
ま
し
た
．

ま
ず
、
現
在
建
設
中
の
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
の
予
算

や
規
模
、

そ
の
特
色
、
更
に
進
捗
状
況
等
に

つ
い
て

述
べ
ら
れ
ま
し

た
か
．
改

め
て

そ
の
す

ば
ら
し

さ
に
感

心
さ

せ
ら

れ
ま
す

と
共
に

、
発
展
す

る

我
が
国
見
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

、

そ
の
一
日
も
は
や
い
完
成
を
听

ら

ず
に
は

い
ら
れ
な
い
思
い
に
か
ら

れ
ま
し
た
。

次
に
平
成
四
年
度

の
取
点
施
策

と
し

て
の

て

活
力
の
あ
る
町
づ
く
り

二
、
快
適
で
住
み
よ
い
町
づ
く

り

三
。
福
祉
と
健

康
の
町
づ
く
り

四
、
将

来
の
国
見
町
を
担
う
人
材

育
成

五
、
町
民
総
参
加
の

町
政
推
進

六
、
行
財
政
体
制
の
充

実

と

い
っ
た
面
か
ら
、
具
体

的
に
町

民

一
人
当

た
り
の
町
費
の
支
出
状

況

。
企
業
誘
致
や
農
業

対
策
、
商

店
街
の
活
性
化
、
更
に
住

む
場
所

の
確

保
や
医
療
福
祉
の
充
実
、
運

動
公

園
用
地
の
確
保
等
、
人

づ
く

り
、
町
づ
く
り
の
問
題
に
っ

い
て

の
き

め
細

や
か
な
対
策
を
聴
き
ま

し

た
。

そ
し
て

、
ま
さ
に
我

が
国
見
町

か

「
豊
か
で
住
み
よ

い
活
力
あ
ふ

れ

る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

『
心
の

豊
か
さ
を
持
っ
た
人
間
尊
重
の
町

Ａ合岡学習会で、町政の現状について
講義をする冨永町長

づ
く
り
」
へ
力
強
く
邁
進
し
て
い

る
実
態
か
よ
く
わ
か
り
、
町
政
に

つ
い
て
一
層
の
理
解
と
開
心
か
深

ま
り
、
大
へ
ん
有
意
義
な
学
習
会

で
し
た
。

な
お
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
学

習
会
を
ぜ
ひ
継
統
し
て
ほ
し
い
と

い
う
嬰
敏
か
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

阿
津
賀
志
学
級

研
修
旅
行

野
村
チ
ヨ
ノ

す
す
き
の
徳
波
打
つ
初
秋
の
さ

わ
や
か
な
九
月
七
、
八
日
、
研

修

旅
行
に
参
加
し
ま
し
た
。

松
鳥
を
め
ぎ
し
二
台
の
バ
ス
に

て
公
民
館
を
出
兇
、
最
初
に
見
学

し
た
の
は
瑞
厳
寺
の
境
内

及
び
洞

窟
で
し

た
。

説
明

に
よ
る
と
、
洞

窟
内

に
下
人
の
坊

さ
ん
か
修
業
し

て

い
た
と
の
事
で
し

た
。

洞
窟
の
前
方
は
本
道
ま
で
延
び

て

い
た
も
の
を
、

い
つ
の
間
に
か

現
在
の
よ
う
に
切
断
し
た
の
で
、

前

が
き
っ
ち
り
し
て
奥
行
か
浅
く

な

っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
観
瀾
亭
。
松
鳥
博
物

館
を
興
味
深
く
見
学
し
た
後
、
水

族
館
へ
行
き
ま
し
た
。
館
内

の
ア

シ
カ

シ
ョ

ー
で
は
、
笑
い
の
渦

の

中
で
盛
大
な
拍
子
を
送
り
ま
し

た
。

続

い
て

い
ろ
い
ろ
な
珍
ら
し

い

魚
を
見
学
し
ま
し
た
か
、
マ
ン
ボ

ウ
の
大
き
さ
や
。
サ
ン
ゴ
の
中
を

色
と
り
ど
り
の
魚
か
遊
泳
し
て

い

る
様
Ｔ

に
驚

い
た
り
、
よ
く
も
こ

ん
な
に
多
く
の
種
類

の
魚
を
集

め

た
も
の
だ
と
感
心
し

ま
し

た
。

そ
の
後
、
鳴
子
温
泉
へ
向
か

い

ま
し
た
が
、
私
た
ち

の
宿
舎

は
昨

年
で
き
た
ば
か

り
の
本
陣
横
屋
の

十
階
建
て

の
新

館
で

、
そ
の
き
れ

い
さ
に
驚

き
、
大
へ

ん
嬉
し
く
な

り
ま
し
た
。

夜
は
学
級
生
一
同
親
睦
を
深
め

て
有
意
義

な
時
間
を
過

ご
し
て
床

に
つ
き
ま
し

た
。

八
日
は
鳴
子
は
秋
祭
り
で
山
車

の
囃
子
に
送
ら
れ
て
鬼
首
へ
向
か

い
ま
し

た
。
十
五
分
お
き
の
熱
湯

の
吹
き
上
げ

が
見
所
で
し
た
か
、

一
か
所
に
減
っ
て
お
り
、
や
や
物

足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
後
の
見
学
は
仙
台
市
制
百
周

年
を
記
念
し
て
建
立
さ
れ
た
天
道

白
衣
大
観
音
で
、
地
上
百

メ
ー
ト

ル
、
地
下
二
十
一
メ
ー
ト

ル
の
高

さ
に
ま
ず
驚
き
ま
し

た
。
お
顏
を

見
上
げ
れ
ば
暖

か
く
柔

和
で
慈
愛

そ
の
も
の
で

あ
り
、
思
わ
ず
手
を

合
わ
せ
、
拝

ま
ず

に
は
い
ら
れ
な

い
思
い
に
か
ら

れ
ま
し

た
。

胎
内
巡
り
は
時
間
が
足
り
な
く

心
残
り
で
し
た
か
、
二
日
間

の
旅

も
終
り
、
そ
れ
ぞ
れ
見
聞
を

広
め
。

学
級
生
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深

め

て
、
充
分
研
修
の
目
的

が
迪
せ
ら

れ
た
と
思

い
ま
す
。

▲五大賞前にて

優
勝
　
山
崎
Ｂ
チ
ー
ム

町
長
杯
ゲ

ー
ト
ボ

ー
ル
大
会

第
十
回
町
長
杯
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル

人
会
か
、
十
月
六
日
、
森

山
ゲ
ー

ト

ボ
ー
ル
コ

ー
ト
で
開
か

れ
ま
し

た
。大

会
に
は
。
闘
志
み
な
ぎ
る
各

地
区
の
精
鋭
十
三
チ

ー
ム
か
参
加

。

大
会
長
の
冨
永
町
長
か
ら
激
励
の

こ
と
ば
が
あ
り
、
前
回
優
勝
の
藤

田
第
二
長
寿
会

を
代
表
し
て
志
村

良
七
さ
ん
か
ら
力
強
い
選
手
宣
誓

な
ど
が
あ
っ
て
試
合
か
開
始

さ
れ

ま
し
た
。

熱
戦
の
結
果
は
次
の
と

お
り

。

優
　

勝
　

山
崎
Ｂ

準
優
勝
　

森
山
Ａ

第
三
位
　

山
崎
Ａ

″
　

あ
っ
か
し
第
一



連
覇

滝
山
チ
ー
ム

町
長
鼾
ナ
イ

タ
ー
ソ
フ
ト
ポ
ー

ル
大
会
は
、
九
月
三
日
か
ら
十
二

日
ま
で
県
北
中
グ
ラ

ウ
ン
ド
で

行

わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
十
ハ
チ

ー
ム
が
出

場
し
。
辿
夜
天

候
に
恵
ま

れ
、
秋

気
漂
う
中

。
激
戦
か
展
開
さ
れ
ま

し
た

。

試
合

の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

優
　
勝
　

滝

山
チ

ー
ム

準

優
勝
　

国
見
ク
ラ
ブ

第
三

位
　
塚
野
日
チ

ー
ム

″
　

森
西
チ

ー
ム

▲海山チームの皆さん

町内一周駅伝競走大会
1｡主　　 催

2.期　　 日

3｡コ　ー　ス

4｡参 加 資 格

5｡種別と構成

6｡参加申込み7.

監 督 会 議

国見町公民館

11月８日（日） 開会式g:00　 スタート10:00

役場～高田～森江野小～共同調整所～光明寺公民館

～大木戸小～ＪＡ石毋田支所～JA 小坂支所～小坂

小～八巻石材～役場10 区間23.5k。

・町民及び町内の職場に勤務している者。ただし。

上部団体登録者は除く

・小学校区ならびに職瑚、職域で緬成したチーム

○一般の部

・男子…中学生２名、15歳以上20歳未満２名、

20代２名、30代２名.40 代以上１名

・女子-･中学生以上 】名

○中学生の部

・男子．女子（１名以上）10名

○職鳩、職城の部

・20代５名、30代３名、40代以上１名、女子１名

10月26日（月〉 まで公民館へ

10月30日（金）FS1 7: 30より公民館で

県 警 音楽 隊 演 奏 会
＠主　 催　国 見町公民館

＠日　 畤 平成４年1】月７口(土) ａs】:30 ～

＠会　 堝　国見町・｢民体育館

＠演奏内容　マーチ、アニメのヒ･７卜曲、ドリ ル

演慶など

＠入 場 科 無 料

～どなたでも自由に鑑賞できます～

方 言 で 語 る

ふくしまの詩と民話を聞くつどい
ぬくもりのある方言に出合い、ふれあい、そして心の豊か

さを取り戻しましょう。
1｡主 催 国見町公民館

2.期　日　平成４年10月30日（金） 午前９時20分から
3.場 所 国見町公民館

4.語り部 福島県方言を語る会会長　 渡 辺　元　真先生
福鳥県方言を語る事務局長　村野并　辛　雄先生

その他、国 兒町より４名出演
5.人場料 無　料

行　　事　　の　　お　　知　　ら　　せ

月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　 事 �月 �口 �曜 � 行　　　　　　　　　　　 事

10 �16�

金 �・子宵て教室（親子で絵を描く） �11�５ �木 �・子ども移助図書館（藤田小２年）

�21�水 �
・くにみ女性教室研修旅行（鳴子峡方面） ��６�金 �・阿津賀志学級 グループ学習（陶芸）

���・阿津賀志学級グループ学習（陶芸） ��７�土 �・県警察音楽隊演奏会

�22�木 �
・成人学級研修旅行（壇原方面1 泊２Ｈ） ��８�日 �・町内一周駅伝股走大会

���・子ども移助図書館（大木戸小） ��10�火 �・子ども移動図 酋館（森江野小）

�26�月 �・子ども移助図書館（小坂小） �
�11�水 �

・くにみ女性教室移動学習（料理）

�Z8�水 �・子ども移動図書館（藤田小３年） ����・成人学級（奉仕作業．マジック）

�29�木 �・子ども移動図書館（藤田小１年） ��12�木 �・子ども移助図書館（大木戸小）

�30�金 �・ふくしまの詩と民話を聞くつどい ��13�金 �・子ども移動図書館（大枝小〉

備　　 考 ���・11月の子ども移動図書館の創作活助は、フェ ルト細工



楽
し
い
休
験

稲
刈
り
実
習

小
坂
小

学
校
（
渡
部
正
俊
校
長
）

で

は
九
月
ニ
ト
ハ

日
。
児
童
全
員

か
参
加
し
て
稲
刈

り
の
体
験
学
習

を
行

い
ま
し

た
。

動
労
体
験

学
習
を
と

お
し
て
、

児
童
に
勤
労
と
収
穫
の
窿

び
を
味

わ

っ
て
も
ら

お
う
と
毎
年
実
施
し

て

い
る
も
の
で
、
か
ま
を
手
に
し

た
児
童
た
ち

が
慣
れ
な

い
手
付
き

で
稲
刈
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

五
月
八
日
に
児
瓶
総
出
で

田
嘖

え
を
行

い
、
こ
の
日
の
稲
刈
り
を

楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
も
の
で

、

お
父
さ
ん
、
お
ほ
き
ん
。
そ
れ
に

先
生
の
協
力
を
得
て
。
約

。一
時
間

が
か
り
で
作
業
を
終
え
ま
し

た
。

立
派
な

藤
棚
が
完
成

森
江

野
季
節
保
育
所
の
庭
に
こ

の
ほ

ど
．
立
派
な
藤
棚
が
完
成

し

ま
し

た
．

こ
の
藤
棚
は
、
緑
化
推
進
コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業

と
し
て
整

鮒
か
進
め
ら
れ
て

い
た
も
の
で

、

藤
棚
本
体
と
ベ
ン
チ

ニ
脚
か
擬
木

で
っ
く
ら
れ
て

お
り
、
フ
ジ
が
川

本
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
‘．
コ
ミ

’一

ニ
テ
ｆ
Ｉ
助
成
事
業
は
、
財
団
法

人

『
自
治
総
今
セ

ン
タ
ー
』
か
全

国
自

治
宝
く

じ
の
収
益
金
を
財
源

と
し
て

。
住
民

の
行
う
コ
ミ
ュ
・一

テ

ィ
ー
活
動
を
援
助
し
て

い
る
む

の
で
す

子
ど
も
た
ら

は
、
藤
棚
の
ド
で

砂
遊

び
を
し

た
り
。
ベ
ン
チ
に
川

ｆ。
て

お
し

ゃ
べ
り
を
し

た
り
し
て
、

楽
し
く
過

ご
し
て

い
ま
す

。

環
境
災
化
に
一
役

～
町
土
木
建
設
業
協

会
～

町
Ｌ
木
建

設
驚
協
会

（
岐
辺
一

会

長
）

の
会
い
の
皆
さ

ん
は
九
川

已
卜
．一
川
、
町
内
の
環
境
尖
化
に

少
し
で
む
貢
献
し
よ
う
と
、
Ｊ
Ｒ

藤

川
駅
前
で
木
の
伐
採
や
叺
刈
り

な
ど
の
奉
仕
作
業
を
行

い
ま
し
た
．

会
の
印
間
行
事
の
ひ
と
っ
と
し

て
毎
印
行

う
て
い
る
も
の
で
、
こ

の
日

は
、
会
員
全
員
、
駅
前
町
内

会

、
Ｊ
Ｒ
閲
係
者
な

ど
約
三
十
人

か
参
加
。
駅
舎
か
ら
自
転
車
置
場

ま
で

の
通
行
路
を
中
心
に
、
ド
草

を
刈

っ
た
り
通
行
の
妨
げ
に
な
る

木
の
枝
を
落
と
す
な

ど
の
作
梟

を

行

い
ま
し
た
。－。

半
口
か
か

り
の
作
業
が
終
わ
る

と
、
周
辺
は
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ

い
に
な

り
ま
し
た
。

見

事

な

運
転
技
術
を
披
露

国
見
、
桑
折
両

町
の
シ
ル
バ
ー

交
通
安
全
推
進
隊
主
催
の

「
第
一

川
桑
折
地
Ｋ
・。一
輪
車

シ
ル

バ
ー
安

兮

運
転
競
技
会
」
は
九
月
卜
八
日
、

桑
折

町
の
県
北
自
動
車
教
習

所
で

闘
か

れ
、
商
齢
者
ラ
イ
ダ
ー
か
運

転
技
術
を
竸

い
ま
し
た
。

十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

の
商

齢
吉
交
通
安
全
旬
問
に
併
せ
て

。

運
転
技
術
の
向
上

と
安
全
迎
転
意

織
の
商
揚

を
図
り
、
お
年
寄

り
の

バ
イ
ク
に
よ
る
ｔ
ｆ
故
を
防
止
し
よ

う
と
開
か
れ
た
も
の
で

、
両

町
か

ら
六
十
歳
以
上

の
原
付

バ
イ
ク

運

転
者
四
十
八
人
が
参

加
し
ま
し

た
。

冨
水
町
災
、
本
田
桑
折
署
長
の

あ

い
さ
っ
の
あ
と
、
出
場
最
午
長

の
志
村
良

七
さ
ん
（
Ｍ
）
か
選
手
穴

誓
し
て
競
技

に
入

り
、
ス
ラ

ロ
ー

ム
や
８
字
走
行

に
挑
戦
’

交
差
点

で
の
女
翕
確

謬
や
バ
イ
ク
の
基
本

操
作
に
注
意
を
払

い
な

が
ら
コ

ー

久
を
走
り
ま
し

た
。

桑
折
署
の
星
交
通
係
長
ら
か
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
、
迦
転
技
術
な

ど
を
審
査
し

た
結
果
、
佐
藤
市
郎

さ
ん
（
第
一
）

が
優
勝
す
る
な
ど
、

国
見

町
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
上
位
を

独
占
し
ま
し
た
。

卜
位
人
賞
行
は
次
の
通
り
で

す
。

（
敬

称

略

）

準
優
勝
　
　

人

波
か
治
（
第
九
）

第
．二
位
　
　

村
上

永
一
（
只

田
）

編
集
日
記

○
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

巾

、
県
内
で
は
死
亡
事
故
が
多
兇
、

昨
年
よ
り
９
人
も
多

い
1
4人
か
亡

く
な
り
ま
し
た
。
尊

い
命
、
ド
ラ

イ

バ
ー
も
歩
行
者
も
。
も
う
一
度

安
全
確
認
を
し
た
い
も
の
で
す

、

発
行
・
褊
災

国
咾
町
総
杤
ａ

福
島
県
伊
達
″
｀
閥
見
町
人
字
藤
川
字

．ｒ

Ⅲ
．
．２
の
１

号
九
六
九
Ｉ

．
ヒ
　

ａ

八
二

円
瓦
一
八
。ｋ
－

．：

ミ

｛
代
表
｝

▲暘刈りに大喜びの児童の皆さん

▲完成した驛榻の下で

▲作業に取り組む会員の瞥さん

▲８字運転に接戦するライダー

わ
だ
い
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